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　ボート・カヌー  2（ 4.2）
　ラグビー  1（ 2.1）
　レスリング  1（ 2.1）
　スポーツクライミング  1（ 2.1）
　ダンス  1（ 2.1）

















アキレス腱の断裂  4（ 8.3）
腹部の打撲  4（ 8.3）
眼部打撲  3（ 6.3）
ぎっくり腰  3（ 6.3）
肩の脱臼  3（ 6.3）
耳介部の損傷  2（ 4.2）
動脈性の出血  1（ 2.1）
肋骨や鎖骨等の骨折  0（ 0.0）













歯が折れた，抜けた：折れた歯を牛乳に漬けて保存  2（ 4.2）
嘔吐  1（ 2.1）





























































Ｑ 3．研修の内容について理解できた 46（ 95.8）
Ｑ 4．教員の声は明瞭で聞き取りやすかった 47（ 97.9）
Ｑ 5．板書や視聴覚教材（パワーポイントやビデオ教材など），配布資料は，見やすかった 43（ 89.6）
Ｑ 6．板書や視聴覚教材（パワーポイントやビデオ教材など），配布資料は，研修の理解に役立った 46（ 95.8）
Ｑ 7．教員は学生が質問や意見を述べられるように配慮していた 43（ 89.6）
Ｑ 8．研修に対する教員の熱意を感じ 47（ 97.9）
Ｑ 9．新たな知識や考え方，技能等において得られるものがあった 47（ 97.9）
Ｑ 10．総合的に考えて研修は意義あるものだった 47（ 97.9）
Ｑ 11．研修の授業や演習の時間は適切であった 36（ 76.6）














































































































（2021年 3 月 1 日閲覧）
8）一般社団法人，大分県スポーツ学会，http://
oitakenspo.jp/kenshu/sportskyugo/．（2021年 3月 1日閲覧）

